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本日の話

１ はじめに

２ 自己紹介

３ 越谷市教育委員会及び越谷市立武蔵野中学校との連携について

４ 「がん教育授業 ～いのちを大切にすること～」の概要版

越谷市立武蔵野中学校 ２学年生徒 １１０名

５ さいごに

・連携の意義について

・がん体験者として

・ご質問への回答



自己紹介

川口短期大学こども学科 専任講師
担当：社会福祉論 社会的養護他



がん教育授業の経験歴

１ 越谷市立武蔵野中学校

対象：中学2年生 １１０名

日時：令和７年１２月４日（木）５０分授業

２ 県立浦和第一女子高等学校（定時制）

対象：全生徒 ４９名

日時：令和７年１２月１８日（木）６０分授業

３ 新宿区立戸山小学校

対象：小学６年生 ７９名

日時：令和８年２月１８日（水）４０分授業



職務歴
１ 川口市心身障害福祉センターわかゆり学園

 平成1年4月～平成17年3月（16年間）

 ・通所知的障害者更生施設 10年（現：生活介護事業所）

     ・知的障害児通園施設 6年（現：児童発達支援事業）

 ※埼玉県障害児者地域療育等支援事業（コーディネーター）

２ 川口市立医療センター

 平成17年4月～令和5年3月（18年間）  

     ・医事課外来係 4年

     ・総合相談室・がん相談支援センター 14年

－地域の医療機関と連携し 安全で質の高い医療を提供する－

地域医療支援病院



越谷市教育委員会学校教育部指導課との連携

・教育指導担当

主任指導主事の先生との打合せ

＜事前メールにての相談＞

・1回目：令和7年10月 3日（金）講師依頼

・2回目：令和7年10月22日（水）日程調整

＜本学にて打ち合わせ＞

・令和7年11月21日（金）9時30分～ 講演用PPのデモ



越谷市立武蔵野中学校との連携

＜事前打合せ＞

１ 令和7年11月27日（木）11時30分～13時過ぎ

ご挨拶 ：校長先生及び教頭先生

講演打合せ：教頭先生 担当教諭

２ 目的: 事後学習であること

 内容：中学２年生を対象

がん体験者としての体験談他

 期日：令和7年12月4日（木）11時30分～12時20分

     場所：体育館



令和７年１２月４日（木）１１：４０～１２：３０

がん教育授業
～いのちを大切にすること～

川口市マスコット
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越谷市立武蔵野中学校



１ はじめに

・自己紹介
・がん経験者として（胃がん術後１７年目）
・川口市立医療センターの紹介（前職場）

２ がんの治療法や治療中の生活

・手術 抗がん剤 放射線など

３ がん患者さんへの接し方

・緩和ケア病棟での私自身の接し方など

４ その他

・質疑応答

本日の授業内容



胃がんサバイバー１７年目です！

自己紹介

１ 平成２０年１２月 ４６歳 内視鏡検査で胃がん診断確定

２ 平成２１年 １月 ４６歳 腹腔鏡手術で胃切除のため入院（1/9～1/31）
 病理結果：印環細胞がん

３ 平成２１年１１月 ４７歳 第１回イレウス入院（11/12～17)

４ 平成２３年１０月 ４９歳 第２回イレウス入院（10/9～10/14）

５ 令和 ４年 １月 ５９歳 絞扼性（こうやくせい）イレウス開腹手術 夜8時から約6時間

７ 令和 ６年  ６２歳 通勤時は徒歩で、疲れたら必ず休憩！

８ 令和 ７年  ６３歳 現在は・・・とても元気です！

６ 令和 ５年  ６１歳 食事はよく噛んで、ゆっくり食べてました！



川口市・病院事業

基本理念

市民に信頼され、安全で質の高い医療を提供します



（１） 沿革
昭和２０年 川口市において国民健康保険組合が事業開始
昭和２２年 川口市国民健康保険組合により川口市民病院が開設

（７科90床・国保直診病院）
 落成式には当時の内閣総理大臣片山哲氏が来賓として記念講演を実施

昭和２６年 川口市国民健康保険組合の解散により川口市に移管
昭和３４年 総合病院承認・２４７床
平成 ２年  川口医師会病院を統合。附属神根分院開設（２００床）
平成 ６年  現在地（西新井宿）に移転、神根分院を統合し、

   川口市立医療センター開設・５３２床
平成 ９年  臨床研修指定病院
平成１０年 地域周産期母子医療センター・基幹災害医療センター指定
平成１６年 一般病床（救命救急センター）２床増床し、病床数５３９床
平成１８年 地方公営企業法の全部を適用

   埼玉ＤＭＡＴ、埼玉ＳＭＡＲＴ登録
平成２０年 地域がん診療連携拠点病院に指定
平成２１年 ７対１看護体制へ移行 ＤＰＣ対象病院
平成２５年 日本医療機能評価機構から認定証（一般病院２＜３rdG:Ver1,0＞

平成３０年 地域医療支援病院に指定
令和 ３年  本町診療所閉院
令和 ３年  心臓外科を心臓血管外科に変更
令和 ４年  病床数を５１０床に変更



病床数：５１０床
一般病床 ４９２床 ※緩和ケア１８床
特定病床 救命救急８床

新生児特定集中治療室９床
 ICU/CCU８床

標榜診療科：３０科

地域がん診療連携拠点病院
地域医療支援病院
救命救急センター（三次救急指定病院）
災害拠点病院（基幹災害医療センター）
埼玉DMAT指定病院
地域周産期母子医療センター
臨床研修指定病院

地域医療支援病院 川口市立医療センター

（２） 概要



標榜診療科：２９科⇒３０科

救命救急センター 周産期センター 画像診断センター 総合健診センター

・内科
・消化器内科
・血液内科
・脳神経内科
・呼吸器内科
・腎臓内科
・糖尿病内分泌内科

・循環器科
・小児科
・精神科

・外科
・消化器外科
・乳腺外科
・呼吸器外科
・小児外科
・脳神経外科
・整形外科
・形成外科
・心臓血管外科
・緩和ケア科
（R5.4.1～）

・産婦人科
・眼科
・耳鼻咽喉科
・皮膚科
・泌尿器科
・放射線科
・麻酔科
・歯科口腔外科
・リハビリテーション科
・病理診断科

特殊診療局

（３）診療体制



手術支援ロボット ダビンチXi（daVinci）









がんはどのように
治すのだろう

２



がんの治療法

こともある。

治療法は主に三つ

手術療法

放射線 化学療法
療法 （抗がん剤など

の薬）

●がんの種類や状態などにより選ぶ。
●いくつかの治療法を組み合わせる

３



●早期のがんなら数日間の入院または
通院で治療できる。

●体への負担は大きいが、
内視鏡を用いた手術など、
負担を軽減する方法も
普及してきている。

がんの治療法

手術療法 手術でがんを取り除く
特 徴

９



特 徴

●通院で治療できる。

●体への負担が比較的

少ない。

放射線療法 放射線でがんの
細胞を死滅させる

がんの治療法

10



がんの治療法

特 徴

●副作用の可能性もあるが、最
近では、通院で治療できる場
合も増えつつある。

化学療法
抗がん剤などの薬により
がん細胞の増殖を抑える

11



治療法を

決めるとき

大切なことは

何だろう

４



十分な
説明

治療法を決めるとき大切なこと

相談患者の
価値観

希望する
生き方

説明の
理解

自分の病気・検査・治療などについて十分な
説明を受け、理解した上でどのような医療を
受けるか選択する。

インフォームド・コンセント
５



患者支援センターの役割とは・・・



※地域医療支援病院

：地域医療の第一線を

担う「かかりつけ医」

を支援する能力を備え、

地域医療の確保を図る

のにふさわしい構造・

設備等を有する病院と

して一定の基準を満た

す病院で都道府県知事

の承認を得たもの

２０１８年４月１日
川口市立医療センターは地域医療支援病院へ
重症・重篤患者・かかりつけ医からの紹介患者中心の診療に

かかりつけ医を持ちましょう



患者支援センター入口

支援センター内部 支援センター面談室

患者支援センター入口



患者支援センターのイメージ



患者支援センターとは

患者支援センター

入退院センター
医療福祉・

がん相談
地域連携





がん患者と

どのように接すれば

よいのだろう

２



●吐き気でつらい。
●体が痛くてつらい。など

がんの患者の方には、どん
なことが起きるのだろう

Ｑ

体
の痛み・
つらさ

２

●将来のことが不安で
眠れない。
●治療の費用が心配だ。

など

心
のつらさ



がんの治療中に支援が
必要な人は誰だろう

Ｑ

体
の痛み・
つらさ

心
のつらさ

がん患者だけでなく

支える家族にも

支援が必要。
３



がん治療には

どのような

支援が

必要なのだろう

４



がん治療に必要な支援

吐き気でつらい。
体が痛くてつらい。

がんを取り除くだけでなく、
薬で痛みをやわらげ、
その人らしい生活を
送れるようにします。

医師

体
の痛み・
つらさ

５



がん治療に必要な支援

患者さんの不安に耳を
かたむけ、何が心配な
のかを考えるお手伝い
をします。

心
のつらさ

将来のことが
不安で眠れない。

心理カウン
セラー

６



がん治療に必要な支援

生活面や医療費などの
相談にのり
公的支援につなぐなどの
お手伝いをします。

ソーシャル
ワーカー

心
のつらさ 治療の費用が心配だ。

７



それぞれの分野の専門家が
チームで患者とその家族を支援

日常生活を
取り戻す

経済面の
支援をする

治療法の
選択を
助ける

痛みを
取り除く

患者・その家族

薬剤師

リハビリ
専門職

看護師

医師

栄養
管理士

カウンセラーソーシャル
ワーカー

８



心理・社会的アプローチとは・・・



主な取り組み内容

１ 漸進性弛緩法（ぜんしんせいしかんほう）

⇒ゆっくり、身体の緊張状態をゆるめていくこと



主な取り組み内容

２ 呼吸法（マインドフルネス）

⇒息をゆっくり吐いてから、少し止めて、ゆっくり息をすう

※「今、この瞬間に」注意を向けながら腹式呼吸を行う



「笑いヨガ・体操について」

・ヨガとは・・・
⇒こころと体の統合や調和のための実践法

心身の健康 ストレス解消などで広く実践されている

・参考として

★日本笑いヨガ協会 会長：高田佳子氏

  資格等：一級建築士 老年学修士    NHK「あさイチ」他テレビ出演

★早稲田大学文化構想学部 宮田裕光教授

  専門：身体心理学 心身論 マインドフルネス等 博士（文学）

       ※笑い学研究：「無条件の笑い」とヨガの呼吸法や体操



主な取り組み内容

３ ナラティヴ（物語、小さな声）・アプローチ

⇒患者さんが、どのような人生を歩んで来られたのかに
ついて、語り（言葉・表情・しぐさ等）に耳を傾けること



緩和ケアってなんだ？



緩和ケアの定義

•緩和ケアとは、生命を脅かす病に関連する問題に直面
している患者とその家族のQOLを、痛みやその他の身体
的・心理社会的・スピリチュアルな問題を早期に見出し
的確に評価を行い対応することで、苦痛を予防し和らげ
ることを通して向上させるアプローチである

WHO（世界保健機関）２００２



大切な人ががんになったら、
自分には、何ができるのか？

•寄り添うこと

•話を聞いてあげること

•頑張れと言わないこと

•その人がしたいことや希望を聞くこと

•外出できるときは、一緒に外に出ること

•そばにいて、隣で笑顔で話しかけること

•相手が泣いているときは、ただ黙ってそばにいること

•少しでも不安を和らげてあげるようにお手伝いすること

全部立派な緩和ケア！！



なぜ緩和ケアが

必要なのだろう

11



緩和ケアがあるときとないときの
体や心の状態を想像して考えよう

治療中も
自分らしい生活を
続けることが
できる。

痛みによる
気力や体力の消耗を
防ぎ治療に取り組む
力がわく。

なぜ緩和ケアが必要なのだろうＱ

12



緩和ケアは治療と並行して
がんと診断されたときから行われる

緩和ケアの開始

13

「がんの治療と緩和ケアの関係」
（厚生労働省「緩和ケア」を基に一部改変）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/gan_kanwa.html

がんの経過

がんに対する治療と並行して緩和ケアを行い、状況に合わせて割合を変えていく。

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/gan_kanwa.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/gan/gan_kanwa.html


川口市立医療センター

緩和ケア病棟とは・・・





家族や友人と

よい関係でいる



人として大切に

されている



個別性



落ちついた環境で過ごす





□がん患者とその家族に対して
苦痛を和らげるよう支援する
ことが大切である。

□緩和ケアは治療と並行して
がんと診断されたときから
行われる。

振り返り

14



文部科学省 がん教育推進のための教材
「9 がん患者への理解と共生」対応

１

がん患者と共に
生きる社会



突然ですが、みなさんに質問です！



考えてみてください

大事なものを失ったあと、

どんな人生がまっているでしょうか？



考えてみてください

•病気になると大切なものを少しずつ手放すことになります

•手放すものは、自分で選べるとは限りません

•この気持ちを少しでも理解してくださいね

•大切なものを手放した後も、人生は続きます



がん患者さんへの接し方

みなさんだったら、どうしますか？



がん患者さんの苦悩とは？

•自分は、これからどうなっていくんだろう？

•自分は、これからどうすればいいんだろう？



正解などない

•苦しんでいる人の思いに関心を寄せること

•どうして、そう思うんだろう？

•自分だったら、どう思うかな？



友人といる時間は、

病気とは何の関係もない

自分でいられる時間です。

（患者手記より）

何でもない話をして、一緒に笑って、

共に過ごすことで、「患者」としてで
はないこれまでどおりの「自分」を取
り戻せるような気がします。

がん患者の思い・望み、求めているもの



One and Only

さ い ご に

大切な命
リレー・フォー・ライフ・ジャパンさいたま実行委員会 

副実行委員長 藤野信子氏（令和7年11月 本学講演資料より引用）



連携の意義について

１ がん教育は、学校とがん体験者の協働作業

・各学校のニーズ（教育課程等）を踏まえること

・関係者同士の意見交換やすり合わせ

２ がん教育は、「知識‐対話‐内省」の教育モデル

・生きがいや人生の価値について考える大切な時間

※不条理さや葛藤に向き合う



がん体験者としての思い

１ 自分のいのちを大切に

・2度の手術を経験して

・内観教育（内観療法）の視点

３つの項目について年代順に具体的な事実を振り返る自己探求法

（①してもらったこと ②してあげたこと ③迷惑をかけたこと）

２ 他者の痛みを自分の痛みとして

・想像力と創造力

・対話を通した共感力の育成



ご質問について
１ 小学校（養護教諭）の先生より
  ・がん教育の必要性を学校長や職員間で共通理解を進めていくためには？

・埼玉県では「生命（いのち）の安全教育」を推進しているのに！

⇒「逆世代教育」としてのがん教育の役割

※伊勢崎市民病院緩和ケア科部長 廣野正法先生

（令和6年・日本緩和医療学会ポスター発表）

２ 高等学校（養護教諭）の先生より

・外部講師に依頼する場合には、クラス単位または学年単位のどちらの実施方法

が望ましいのか？

⇒クラス単位：対話重視 学年単位：最新の情報提供

⇒双方のメリットを状況に応じて選択してもよいのではないか



ご清聴ありがとう

ございました
川口市マスコット

きゅぽらん
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